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 ～二番底の落ち込みはさらに浅かった～ 
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・ ８日に発表された1-3月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率の改定値は前期比▲0.3％（同年率▲

1.3％）と速報段階の同▲0.6％（同年率▲2.5％）から上方修正された。それ以前の過去３四半

期も0.1％ポイントずつ上方修正。国別には速報段階と比べてドイツ（速報値：同▲1.7％→改定

値：同▲1.8％）とフランス（同＋0.4％→同▲0.1％）が下方修正された一方、イタリア（同▲

0.4％→同＋0.1％）が上方修正された。新たに公表されたアイルランド（同＋7.8％）とギリシ

ャ（同＋4.4％）が大幅プラス成長となったことが全体の計数を押し上げた。なお、アイルラン

ドのＧＤＰは多国籍企業の経済活動の影響で振れが大きいことが知られている。 

・ 新たに公表された需要項目別の内訳は、一部の国の行動制限の強化延長やドイツのＶＡＴ時限引

き下げ措置終了を反映した個人消費（昨年10-12月期：同▲2.9％→1-3月期：同▲2.3％）の落ち

込みが全体の計数を下押しした。政府消費は同横這い。固定資本形成（同＋2.5％→同＋0.2％）、

在庫投資寄与度（同＋0.5％ポイント→同＋0.7％ポイント）、純輸出寄与度（同▲0.1％ポイン

ト→同＋0.1％ポイント）は景気を下支え。純輸出の内訳は、輸出（同＋3.8％→同＋1.0％）が

輸入（同＋4.5％→同＋0.9％）の伸び率を僅かに上回った。 

・ 4-6月期入り後の景気は、段階的な行動制限の緩和による経済活動再開、ワクチン接種の加速に

よる景況改善を背景に、プラス成長への復帰が見込まれる。年後半も需要復元や復興基金稼働を

背景に高い成長が見込まれ、前年の反動もあるが、年間の成長率は４％台に達すると予想する。 

 

 

■ユーロ圏主要国の実質ＧＤＰ成長率（前期比） ■ユーロ圏の企業景況感（ＰＭＩ）の推移

出所：Eurostat 出所：IHS Markit
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

19/4-6月期 2.7 1.0 (6.6) 0.6 0.9 30.6 (0.4) ▲ 5.6 0.8 14.3
19/7-9月期 2.5 0.8 (▲ 4.7) 1.3 2.5 ▲ 20.6 (▲ 0.7) 5.5 2.4 ▲ 8.8
19/10-12月期 1.9 0.3 (4.6) 0.4 1.5 26.5 (▲ 1.0) ▲ 4.3 ▲ 0.6 9.3
20/1-3月期 ▲ 12.8 ▲ 14.5 (▲ 11.7) ▲ 16.4 ▲ 0.1 ▲ 21.4 (2.2) ▲ 2.8 ▲ 14.6 ▲ 10.0
20/4-6月期 ▲ 36.0 ▲ 38.6 (▲ 36.4) ▲ 41.8 ▲ 9.9 ▲ 50.4 (▲ 0.3) ▲ 2.2 ▲ 56.1 ▲ 55.8
20/7-9月期 53.5 60.6 (50.4) 70.0 23.0 67.0 (▲ 5.7) 10.3 85.8 57.0
20/10-12月期 1.1 ▲ 2.4 (▲ 2.0) ▲ 11.2 1.5 10.4 (1.8) ▲ 0.4 16.3 19.1
21/1-3月期 1.4 ▲ 1.3 (▲ 1.8) ▲ 8.8 ▲ 0.1 1.0 (2.8) 0.5 4.1 3.5

出所：Eurostat
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